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率

タ

卜
り

美
し
い
日
本
は
何
処
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。

世
界

一
の
勤
勉
な
国

民
、

世
界

一
の
安
全
安
心
の
国
家

で
は
な
か
つ
た
の
か
。

戦
後
六
十
余
年
で
食
糧
自
給

率
は
四
割
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

瑞

穂
の
国
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
。

未
督
有
の
経
済
発
展
の
も

と
物
は
豊
富
に
な
り
便
利
に
な
つ

た
が
、

個
人
主
義
の
蔓
延
と
家
族

・

地
域
の
解
体
、

損
か
得
か
で
価
値

判
断
す
る
風
潮
は
、

美
し
い
日
本

の
伝
統
文
化
を
着
実
に
蝕
ん
で
い

る
。

正
に
日
本
の
危
機
で
あ
る
。

こ
の
時
こ
そ
我
々
は
日
本
民
族

と
し
て
の
精
神
支
柱
で
あ
る
神
社

神
道
の
興
隆
に
努
め
、

敬
神
崇
祖

の
念
を
深
め
、

国
旗
国
歌
を
尊
崇

し
日
本
再
生
、

美
し
い
国

「日
本
」

づ
く
り
を
目
指
し
世
界
に
誇
れ
る

国
民
と
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

※
不
易
流
行
…
永
遠
に
変
わ
ら
な
い

性
質
と
新
し
さ
を
求
め
て
流
動
変
化

す
る
性
質
は
全
く
違
う
も
の
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
と
も
に
基
づ
く
と
こ

ろ
は
ひ
と
つ
だ
と
で
つ
な
尾
芭
蕉
の

俳
諸
理
合
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
本」ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
成

子
の
年
頭
に
あ

た
り
、

謹
ん
で

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皇
室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
平
安

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
十

一
月
に
は
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
が
千
二
百
五
十
万
人
を
越
え
全
人
口
の
一

割
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
、

念
々
少
子
高
齢
化

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
古

く
よ
り
年
配
者
に
対
す
る
尊
敬
と
感
謝
の
気

持
ち
を
以
て
労
い
、昭

和
四
十
一年
に
国
民
の
祝

日
と
し
て

「敬
老
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
界
に
誇
れ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

将

来
に
わ
た
り

一
層
高
締
化
が
進
み
ま
す
が
、

不

安
の
な
い
生
活
が
送
れ
る
社
会
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
′。

ま
た
、

世
界
的
に
温
暖
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

日
本
で
も
昨
年
四
月
に
は
夏
を
思
わ
せ
る
気

温
を
記
録
し
、

気
象
庁
は
六
月
よ
り
二
十
五
度

以
上
の
気
温
の
日
を

「
猛
暑
日
」
と
呼
称
す
る

平成り年度例大容熱塩
真夏日を越える日が

猛暑日と言われるよう

になった昨年は、大変

な暑さで残暑も長く続

きましたが、やや涼し

げな風が肌に感じら

れる9 月15 日午前10

時に神奈川県神社庁

理事 ・小澤1多二氏 (箱根神社宮司)を献幣使にお迎えして

神社本庁からの幣吊を大神様の大前に献備し、清水亨総

代長はじめ当官役員・来賓 ・氏子崇敬者等、大勢の御参

列を賜り厳粛なうちに、亀ヶ池八幡大神の御和恩に感謝の

赤誠を捧げ、更なる御神徳の発揚が祈念されて、1年に1

度の例大祭が斎行されました。

境内では、市内少年策J

道奉納大会やお囃子また

神楽殿に於いてはプロ歌

手の出演 ・地元有志によ

る演芸大会などの様々な

神娠行事が行われました。

や
八
月
十
六
日
に
は
埼
玉
県
熊
谷
と
岐
阜
県

多
治
見
で
四
〇
度
九
分
と
観
測
史
上
初
の
国

内
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

今
後
五
十
年
で

平
均
五
～
六
度
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
、

地
球
の

将
来
が
危
倶
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
宗
教

「神
道
」
は
自
然
崇
拝
の
中
で

発
展
し
て
き
た
宗
教
で
あ
り
、

山
や
川
ま
た
木

等
に
神
が
宿
っ
て
い
る
と
し
て
拝
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
、

更
に
氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
、

鎮
守
の
森
の
果
す
役
割
は

一
層
大

き
く
期
待
さ
れ
、

森
や
林
を
大
切
に
し
、

地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
世
界
に
誇
れ
る
宗
教

「神

道
」
へ
進
化
さ
せ
る
責
務
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
義
損
金

昨
年
七
月
二
十
六
日
に
発
生
し
た

「新
潟

県
中
越
沖
地
震
」
は
震
度
６
強
を
記
録
し
ま

し
た
。

家
屋
が
倒
壊
す
る
な
ど
し
て
多
く
の
死

傷
者
と
避
難
民
を
出
し
、

各
地
に
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
復
旧

・復

興
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
八
幡
宮

と
い
た
し
ま
し
て
も
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
少
し

で
も
お
力
添
え
に
な
れ
ば
と
存
じ
、

社
頭
に
災

害
募
金
箱
を
備
え
参
拝
者
皆
様
よ
り
ご
浄
財

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
心
温
ま
る

義
損
金
を
日
本
赤

十
字
社
新
潟
県
支

部
に
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
。
す」
協

力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

＼

、

謹
賀
新
年

／
／
″

宮
司根

岸

信

行

補
宜根

岸

浩

行

権
補
宣

根
　
岸
　
千
恵
子

福

田

満

理

川

端

克

征

田
　
中
　
健

一
郎

賢
任
役
員

、

清
　
水

　

「　
亨

小
　
林

　

　

亮

絡
代練

間

清

崇

竹
　
内
　

一　

郎

鈴

木

正

彦

世
話
人

（四
ッ
谷
）

米
　
山
　
　
　
侃

小
　
倶

　

　

旭

吉

川

和

宏

（久
保
）

中

村

善

上

門

倉

囲

政

鈴

木

敬

信

中
　
村
　
え
ゴ

二

（日
金
沢
）
　

　

‐

上
　
島
　
茂
三
郎

吉

川

佐

一

加

藤

光

明

（本
町
）

五

味

文

市

氏
子
会
へ
の
入
会
ご
希
望
の
方
は

右
記
補
代
世
話
人
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

関 回 永 北 佐 回 村ヤヒ木 元 無 松 石 金 山
尻 和   中    町   橋

田
ヤ

田 畠 藤
ヤ

山 坂 上
ヤ

藤 本
V

指 田 |

関
　
田

（番
諏
▼

金
　
沢

清

水

（虹
吹
）

全
　
子

金
　
子

（え
崎
）

大
　
野

鈴
　
木

（本
久
）

根
　
岸

佐
　
藤

荒
　
木

（石
往
）

田
　
中

幹 昌

茂  夫 士

一
　

男

崇   道 捷 林  昭 弘
'

成 清
十
隆 一 作  人 次 亨

博
　
文

恵
　
一
一
―

良
　
郎

正
　
義茂

正
　
志

武 寛 ′俊 兼

雄 次  次 吉
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夏
越
大
祓
式

茅
の
輪
く
ぐ
り
に
三
百
余
名

午
前
中
の
梅
雨
空
も
晴
れ
、

夏
日
と
は
な

り
ま
し
た
が
、

蒸
し
暑
さ
も
感
じ
ら
れ
な
い

日
和
と
な
つ

た
七
月

一
日

（日
）
午
後
三

時
よ
り
夏
越

の
大
祓
式
が

執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

夏
越
祭
は

古
来
か
ら
伝

わ
る
厄
祓
い

神
事
で
あ
り
、

光
が
丘
地
区
交
通
安
全
母
の
会

交
通
安
全
を
祈
願

十

月

の
吉

き
日
、

光
が
丘

地
区
交

通
安

Ａ

全

母
の
会

（代

一】
表

・
篠
宮
さ
つ

き
氏
）
が
交
通

安

全

の
祈

願

に
昇

殿
参

拝

一　
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
母
の
会

す

は
昭
和

五
十

半
年
の
罪

械
れ
を
祓

い
清
め
残

り
半
年
を

健
康
で
過

ご
せ
る
よ

う
願

っ
て

行
わ
れ
る

祭
で
す
。

「
氏
子

崇
敬
者
皆

様
像

」
協

力
ご
参
列

に
よ
り
年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
ま
す
。

」
と
清
水

亨
総
代
長
が
開
式
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

一二

百
余
名
の
参
列
者
は
お
祓
い
を
受
け
、

茅
の
輪

を
三
回
く
ぐ
っ
て
健
康
祈
願
を
さ
れ
ま
し
た
。

九
年
に
二
十
名
程
で
発
足
。

光
が
丘
小
学
校

が
日
本
一の
マ
ン
モ
ス
校
に
な
っ
た
た
め
、

陽
光

台
小
・並
木
小
・青
葉
小
と
新
設
校
が
開
校

さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
通
う
児
童
が
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
通
る
車
を
さ
け
な
が
ら
登

校
す
る
姿
に
見
か
ね
た
地
元
の
有
志
等
が

集
い
拡
充
さ
れ
、
】」
の
会
は

一
層
活
発
に
活

動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

爾
来
、

春
秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間
は

も
と
よ
り
、

平
常
時
の
安
全
指
導
ま
た
警
察

署
や
地
域
の
諸
団
体
と
連
携
を
取
り
交
通

安
全
コ
ン
ク
ー
ル
や
願
い
を
込
め
た
千
羽
鶴

の
街
頭
配
布
等
を
実
施
し
、

児
童
達
の
安
心

安
全
通
学
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

御獄神社

根 斧 信 方 宮 可

市内え神 私 の宮 可に就 佐
この度、根岸信行宮司は神社本庁より

平成19年11月1日付にて、相模原市磯部

に鎮座する八幡宮、石糖尾神社、御嶽神社、

日枝神社、日枝大神の兼務宮司に拝命さ せ

れました。旧市内には38の神社があります
八幡宮  が、根岸宮司は22社 (本務社 ・亀ヶ池人幡宮) の神社をご

奉職することになり、一層神明奉仕につとめ、各神社の更な

る御神威の発揚のため益々のご活躍が期待されます。

平

成

こ

十

年

節

分

基
↑

ｉ

・

０
日
時
…
平
成
二
十
年
二
月
三
日

（日
）
／

●
式
其
…
午
後
三
時
　
　
　
　
　
　
　
一

●
豆
撤
き
…
式
典
終
了
後

●
福
男
奪

男
▼

福
女

（年
女
）

の
募
集
…
当

日
ま
で

ヽ
●
申
込
み
だ
当

，
宮
社
務
所
ま

た
は
総
代
世

一　
話
人
へ
お
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。
　

　

‐

亀
八
伏
見
稲
荷
神
社

一

初
午
祭
峨
旗
の
ご
奉
賛
　
ヽ

商
売
繁
昌
ヽ
社
運

隆
昌
を
祈
願
し
二
月

の
初
年
に
参
道
に
掲

は
ま
す
ｏ

ご
奉
賛
ご
希
望
の

方
は
初
午
祭
ま
で
に

当
官
社
務
所
へ
お
中
！

し
込
み
下
さ
い
。

夏

越

大

祓

式

　

　

　

　

「

一

０
日
時
…
平
成
二
十
年
六
月
二
十
九
日
（日
）

●
式
典
…
午
後
三
時
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小
林
　
　
売

（上
溝
）

清
水
　
　
亨

（上
溝
）

根
岸
　
信
行

（上
溝
）

同
相
模
村
上
組

（磯
部
）

大
貫
　
重
道

（下
九
沢
）

帥
ホ
ー
ム
リ
ー
タ
ー
（宮
士
見
）

佛
伊
藤
典
範

（古
淵
）

働
イ
ケ
ヤ
写
真
館

（橋
本
）

練
間
　
清
崇

（上
溝
）

関
田
　
　
清

（上
溝
）

坂
本
　
一
正
（大
野
台
）

働
坂
本
企
画
（矢
部
）

坂
本
美
由
紀

（大
野
台
）

坂
本
　
圭

一
（大
野
台
）

坂
本
　
正
太

（大
野
台
）

坂
本
カ
ツ
ラ
（大
野
台
）

坂
本
　
千
春

（矢
部
）

坂
本
　
華
子

（大
野
台
）

西
野
建
設
働

（星
が
丘
）

佃
藤

一
機
工
（当
麻
）

根
岸
　
良
郎

（上
薄
）

星
野
　
　
玉

（中
べ
Ａ

橋
本
　
勝
美

（上
溝
）

門
倉
　
畳
全

（上
溝
）

門
倉
　
直
行

（上
溝
）

綜
合
銘
板
工
業
佛

（宮
下
）

大
賢
　
秀
文

（下
九
沢
）

働
豊
明
石
材

（田
名
）

中
野
　
　
勇

（上
溝
）

原
　
　
清
工
（中
央
）

伸
大
丸
東
京
店
（東
京
都
千
代
口
区
）

船
ア
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（回
名
）

船
祥
和
工
務
店

（西
橋
本
）

薗
　
　
麗
子

（上
溝
）

石
川
　
　
正
（陽
光
台
）

爛
ミ
ナ
ミ
エ
機

（千
代
田
）

一
川
　
江
水

（上
溝
）

本
田
　
忠
雄

（由
野
台
）

本
国
　
久
子

（由
野
台
）

藤
崎
　
　
林

（腸
光
台
）

陶
ト
ー
タ
ル
ク
リ
ー
ン
回
中
（当
麻
）

八
百
板
好
行

（上
薄
）

高
橋
　
昭

一
（上
薄
）

大
林
　
正
治

（陽
光
台
）

吉
江
　
妙
子

（並
木
）

吉
岡
　
舜
郎

（並
木
）

佐
藤
　
一三
玄

（上
薄
）

大
消
　
長
之

（中
央
）

星
野
　
勘
治

（星
が
丘
）

飯
島
　
清
仁

（座
間
市
入
谷
）

安
藤
和
次
郎

（相
武
合
）

渡
木
　
一
お
ス
青
葉
）

渡
木
　
啓
介

（上
薄
）

渡
木
　
章
文

全
自
葉
）

呉
服
さ
が
の
（相
模
台
）

村
上
　
農
治

（磯
部
）

山
口
　
君
子

（麻
蒲
台
）

石
澤
　
ョ呂
ね
（千
代
田
）

石
澤
　
ト
シ

（千
代
田
）

石
澤
　
健
治

（千
代
回
）

働

一
栄
タ
イ
ル
エ
業

（相
生
）

坪
井
　
弘
明

（日
名
）

的
コ
ス
モ
管
理
サ
ー
ビ
ス
（宮
士
見
）

北
嶋
　
慶
蔵

（大
島
）

木
川
　
静
子

（陽
光
台
）

中
略
　
光
晴

（大
島
）

根
岸
　
満
理

（上
溝
）

根
岸
千
惑
子

（上
溝
）

オ
ッ
ヘ
ン
化
粧
品
グ
リ
ー
ン
サ
ロ
ン
（上
溝
）

高
津
　
謙
作

（共
和
）

内
海
　
梅
子

（星
が
丘
）

原
田
　
和
哉

（西
橋
本
）

松
崎
　
真
吾

（上
溝
）

鈴
大
隆
甚
緊
栄
只
〓討
事
務
所
（賜
光
台
）

側
古
壇
・浜
陣

（西
橋
本
）

的
大
和
奉
神
堂
会
否
長
市
山
村
町
）

佐
藤
　
正
義

（上
溝
）

荒
木
　
　
茂

（上
溝
）

間
瀬
　
和
代
（横
浜
市
青
業
区
）

伸
工
冬
アー
ト
ナ
ヒ
ゲ
ィ
ン
ョ
ン
（相
模
原
）

坪
井
　
浩

一
（上
溝
）

牛
谷
　
哲
雄

（星
が
丘
）

中
嶋
　
　
萬

全
円
葉
）

長
壁
　
海
修

（新
戸
）

長
壁
　
健
志

（新
戸
）

長
壁
　
一淳
子

（新
戸
）

長
壁
　
好
海

（新
戸
）

三
上
　
資
通

（日
名
）

岩
井
　
新

一
香
口士
見
）

芝
崎
工
務
店

（上
溝
）

阿
部
　
　
武

（磯
部
）

神
林
　
正
雄

（矢
部
）

加
藤
賢

一
郎

（陽
光
台
）

住
友
生
命
新
相
模
原
支
部
（曹
士
見
）

金
淫
表
具
店

（上
溝
）

サ

野
川
　
久
夫

（上
藩
）

み
ず
ほ
幼
稚
園

（上
溝
）

伸
博
多

一
番

（上
溝
）

谷
口
　
直
則

（中
央
）

高
橋
美
登
利

（星
が
丘
）

榎
本
　
　
隆

（上
溝
）

石
森
　
市
郎

（上
溝
）

山
口
　
信

一
（上
溝
）

門
倉
　
恒
男

（上
溝
）

門
倉
　
良
次

（上
溝
）

石
井
　
甫
明

（上
溝
）

門
倉
　
秀
男

（上
溝
）

伊
藤
　
和
男

（上
溝
）

国
村
　
康
雄
（東
京
都
渋
谷
区
）

田
村
　
賀
世
（東
京
都
渋
谷
区
）

金
子
　
一二
郎

（上
溝
）

門
倉
　
弘
行

（上
薦
）

久
保
田
力
渡
（八
王
子
市
緑
町
）

鈴
木
　
一
郎

（中
央
）

長
澤
　
貴

（上
溝
）

大
野
　
寛
次

（上
溝
）

矢
島
　
常
司
合
死
橋
本
町
）

安
西
　
一
男

（上
溝
）

山
本
　
　
清

（下
九
沢
）

山
本
　
弘
志

（下
九
沢
）

小
池
爵
二
郎

（弥
栄
）

小
池
　
公
子

（弥
栄
）

伊
藤
　
満
博

（上
溝
）

石
井
順
之
助

（上
溝
）

谷
山
　
敏
治
（伊
勢
原
市
桜
合
）

金
子
　
徳
男

（上
溝
）

相
模
物
産
船

（上
溝
）

木
下
　
信
隆

（上
溝
）

鈴
木
　
武
雄

（上
溝
）

山
吉
　
次
男

（上
薄
）

田
坂
　
邦
道

（上
溝
）

萩
野
　
文
昭

（回
名
）

伸
チ
ク
ブ

（麻
溝
台
）

原
　
　
道
子

（中
央
）

木
村
　
潤

一
（松
が
枝
町

同
本
　
恭
子

（松
が
枝
町

岡
本
　
宏

一
（松
が
殺
町

岡
本
　
敦
子

（松
が
枝
町

岡
本
　
来
千

（松
が
殺
町

菅
野
　
善
二
（陽
光
台
）

高
橋
　
　
健

（上
溝
）

山
口
　
忠
夫

（上
溝
）

石
井
　
許
敬

（上
溝
）

石
井
　
　
明

（陽
光
台
）

沼
尾
　
一
喜

（上
九
沢
）

門
倉
み
ゆ
き

（上
溝
）

山
田
　
　
博

（揚
光
台
）

青
山
　
公
也

（陽
光
台
）

伺
大
貫
産
業

（下
九
沢
）

清
水
　
恵
工
（上
溝
）

小
山
　
一
夫

（上
溝
）

野
村
　
彦
吉

（千
代
田
）

野
村
　
隆
幸

（群
馬
県
高
崎
市
）

（順
不
同
・敬
称
略
）

永
補
　
武
志

（矢
部
）

金
子
　
重
雄

（上
溝
）

石
川
　
宮
雄

（星
が
丘
）

福
田
　
喜

一
舎
基
口小都
中
野
区
）

福
田
　
和
子
舎
墨
泉
都
中
野
区
）

福
田
　
慶

一
（東
京
都
港
区
）

西
野
　
敏
幸

（上
溝
）

西
野
　
健
治

（上
溝
）

石
井
　
　
豊

（上
溝
）

小
林
　
　
衛

（上
溝
）

小
林
　
勇
介

（上
溝
）

石
川
真
以
子

（大
野
台

石
川
　
　
一率
（大
野
台

石
川
直
太
郎

（大
野
台

刈
込
　
　
誠

全
再
葉
）

康
兼
　
義
矩

（上
薄
）

廣
兼
　
菅
子

（上
溝
）

康
兼
　
義
明

（上
溝
）

廣
兼
　
正
明

（上
溝
）

廣
兼
　
愛
子

（上
溝
）

康
兼
　
明
子

（上
溝
）

康
兼
　
正
矩

（上
溝
）

康
兼
　
文
矩

（上
溝
）

永
山
　
一
雄

（上
溝
）

０
佐
伯
塗
装
工
業

（緑
ヶ
丘
）

船
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
（並
木
）

帥
相
模
ブ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（上
溝
）

根
岸
　
利
夫

（上
溝
）

働
鈴
木
商
店

（日
名
）

鈴
木
　
栄
次

（日
名
）

鈴
木
　
貞
次

（田
名
）

鈴
木
　
栄
子

（田
名
）

鈴
木
　
み
ね

（田
名
）

鈴
木
　
裕
次

（田
名
）

竹
内
　
一
郎

（上
溝
）

根
岸
　
浩
行

（上
溝
）

小
林
信
二
郎

（上
清
）

小
山
　
好
子

（町
田
市
中
町
）

瀧
本
交
易
伸

（矢
部
）

吉
川
　
啓
示

（上
薄
）

沈
肉
空
熔
に
と
も
な
う
称
み
ふ
宏
え
え
の

竹
（
容
秀
無
を
・升
協
容
の
力
頼
Ｆ

平
成
十
七
年
一
月
に
新
石
玉
垣
が
完
成
以
来
、

御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
の
ご
芳
名
を
左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

引
き
続
き
氏
子
崇
敬

者
皆
様
方
の
一層
の
赤
誠
溢
れ
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
日
　
忠
司

（陽
光
台
）

西
日
　
信
栄

（陽
光
台
）

金
子
　
兼
吉

（上
溝
）

小
山
　
信
行

（上
溝
）

井
沢
　
正
光

（上
薄
）

井
上
　
和
也

（下
薄
）

佐
藤
　
剛
生

（星
が
丘
）

青
木
　
和
子

（陽
光
台
）

働
サ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（上
薄
）

奈
良
田
寿
史

（津
久
井
町
）

保
坂
　
正
幸

（横
山
）

高
稿
　
修

一
（並
木
）

高
稿
　
秀
行

（並
木
）

高
稿
一　
利
成

（兵
庫
県
尼
崎
市
）

長
友
　
正
博

（城
山
町
）

岡
田
　
立
美

（青
葉
）

三
輪
　
敏
夫

（光
が
丘
）

幸
内
　
鏡
男

（光
が
丘
）

中
嶋
ノ
ブ
子

全
円
葉
）

高
橋
　
英
明

（上
溝
）

井
上
　
英
武

（星
が
丘
）

松
本
　
好
隆

（上
溝
）

高
橋
　
秀
彰

（上
溝
）

働
祐
神

（調
布
市
）

米
山
　
　
侃

（上
薄
）

松
本
　
　
茂

（上
溝
）

無
藤
　
一
男

（上
薄
）

吉
川
　
住

一
（上
溝
）

上
島
茂
三
郎

（上
溝
）

金
谷
　
栄

一
（相
生
）

働
大
昇

（並
木
）

伸
ト
ー
タ
ル
ク
リ
ー
ン
田
中
（当
麻
）

吉
川
　
英
夫

（上
溝
）

０
都
英

（上
溝
）

問
倉
　
　
昭

（磯
部
）

門
倉
　
憲
雅

（上
溝
）

古
田
　
征
男

（陽
光
台
）

鶴
伸
和

（横
浜
市
瀬
谷
区
）

加
藤
　
清
文

（上
溝
）

蛯
谷
　
仁
業

（宮
士
見
）

水
木
　
幹
也

（上
溝
）

西
埜
　
　
追

（津
久
井
町
）

立
川
　
年
男

（下
溝
）

立
川
平
太
郎

（津
久
井
町
）

坂
日
　
正
之

（下
溝
）

坂
口
　
恵
子
（下
溝
）

仰
フ
ァ
ー
ス
ト
（田
名
）

上
方
　
　
豊

（星
が
丘
）

根
岸
ハ
ル
子

全
再
葉
）

）

井
村
要
志
雄

（陽
光
台
）

高
堂
　
秀
雄

（陽
光
台
）

五
十
嵐
藤
夫

（上
溝
）

五
十
嵐
和
也

（上
薄
）

五
十
嵐
卓
也

（松
が
丘
）

五
十
嵐
哲
夫
（想
島
県
耶
麻
郡
）

五
十
嵐
健
志

（厚
木
市
旭
町
）

０
川
嶋
板
金
工
業
所

（日
名
）

星
野
　
太
志

（新
磯
野
）

金
子
　
　
勝

（陽
光
台
）

全
澤
　
　
豊

（上
溝
）

全
子
　
幸
隆

（上
溝
）

働
太
陽
経
済

（下
溝
）

村
山
　
行
雄

（弥
栄
）

中
村
　
圭
三

（上
溝
）

問
倉
　
国
政

（上
溝
）

青
山
　
な
つ
（宙
士
見
）

青
山
　
美
鈴

（宮
士
見
）

村
井
　
正
和

（相
生
）

竹
口
　
徳
郎

（御
園
）

横
塚
　
雄
幸

（横
山
）

三
原
　
　
彰

（陽
光
台
）

門
倉
　
占旦
喜

（上
溝
）

①
可
児
商
店
密
知
県
瀬
戸
市
）

ト
モ
エ
陶
業
的
（愛
知
県
瀬
戸
市
）

宮
崎
　
信
雄

（上
溝
）

０
オ
リ
ー
ブ
の
実

（上
溝
）

一
柳
　
順
治

（上
溝
）

一昼
型
委
製
佛
企
昼
都
市
左
京
区
）

船
ユ
〓
ア
ッ
ク

（相
生
）

高
島
　
規
恭

（緑
が
丘
）

野
口
　
辰
也

（陽
光
台
）

内
山
　
　
武

（陽
光
台
）

中
島
　
純

一
（上
溝
）

山
口
　
範
男

（上
溝
）

働
杉
山
商
店

（上
溝
）

杉
山
　
　
茂

（上
溝
）

関
田
　
崇
成

（上
薄
）

五
昧
　
文
市

（上
溝
）

山
田
　
白中
士

（上
薄
）

鈴
木
　
敬
信

（上
溝
）

金
指
　
幹
夫

（上
溝
）

青
木
　
秀
雄

（横
山
）

曽
我
　
憲

一
（日
名
）

松
本
　
茂
作

（上
溝
）

岩
崎
　
　
き子
（上
溝
）

佐
藤
　
昌
久

（上
溝
）

次
田
　
口自
子
（鹿
沼
台
）

梅
原
　
信
雄

（陽
光
台
）

佐
藤
　
初
治

（星
が
丘
）

宗
田
　
一
利

（上
溝
）

伸
テ
ク
ブ
パ
ッ
ケ
ー
一イ
ン
ス
テ
ム
（上
薄
）

ご
奉
賛
ど
希
望
の
方
は
当
宮
社
務
所
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。


